
自動運転の実現に向けた総務省の取組

総務省 総合通信基盤局 電波部

移動通信課 新世代移動通信システム推進室



2自動運転・モビリティサービスに対する社会の期待

新しい生活の足や新しい移動・物流手段を生み出す
「移動革命」を起こし、社会課題を解決して我々に「豊かな暮らし」をもたらす

 誰もが安全で便利、低コストで自由な移動が可能

 人と物の移動など地域全体の全ての交通流が最適化される究極のモビリティ社会の実現

※MaaS：Mobility as a Service

交通事故削減・
交通渋滞緩和

日本
地方再生

産業の国際
競争力強化

自動運転への期待 モビリティサービスやMaaS※への期待

運転者
不足解消

高齢者等の
移動弱者支援

新たなモビリティ
サービス産業創出

輸送効率
向上

交通流
全体最適化

自動運転×MaaSへの期待



3ＩＴＳ（Intelligent Transport Systems）の進化イメージ

ピピピッ

衝突被害軽減ブレーキ

電波レーダー

ＥＴＣ

カーナビ等を通じＶＩＣ
Ｓ情報（渋滞、通行止め
等）を表示

FM多重電波ビーコン光ビーコン

ＶＩＣＳ

ＩＴＳスポット

Connected Car

白線検知

車線逸脱防止システム

ピピピッ

渋滞情報の提供や料金決済など
個々のサービス提供

カメラやレーダーによる車載センサ
を活用した高度な運転支援（自律型）

車車間通信、高分解能レーダー等を
複合的に組み合わせることによる
非常に高度な運転支援や自動走行

（自律型＋協調型）

運転支援の高度化

既に全国普及が進展
渋滞対策等に効果

近年、各自動車メーカーが競っ
て導入を推進

世界一安全な
道路交通社会を実現

自動運転システム



4国内の既存ITS (Intelligent Transport Systems)

自動料金収受システム（ETC）
（路側機のみ免許局）

路側放送
（ハイウェイラジオ）

700MHz帯安全運転支援システム
（路側機のみ免許局）

車車間通信等により衝突を回避

狭域通信システム (DSRC・ETC2.0)
（路側機のみ免許局）
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(2) Simplified Graphic display type

kHz GHz

車載レーダーシステム

24/26GHz帯UWBレーダー,
79GHz帯高分解能レーダー

60/76GHz帯長距離レー
ダー

(1) Text display type

(3) Map display type(2) Simplified Graphic display type

道路交通情報通信システム（VICS）
（路側機のみ免許局）



5ITS Connect (760MHz帯安全運転支援システム)

ＩＴＳ専用周波数（760MHz帯）を利用した車と車、
車と道路をつなぐ(V2X)無線システム。様々な情報提
供等により安全で快適な運転を支援。
対応車では、メーターパネルの表示や音声を通じ

て、運転者に対する注意喚起・情報提供等を実施。

ITS Connectとは

【車車間通信システム】

緊急車両存在通知
緊急走行車（本システム

対応車両）が周辺にいる場
合に、自車に対するおよそ
の方向・距離、緊急車両の
進行方向を表示

通信利用型レーダー
クルーズコントロール
先行車が本システム対応

車両の場合、先行車両の加
減速情報を用い、車間距離
や速度の変動を抑え、ス
ムースな追従走行を実現

【路車間通信システム】
赤信号注意喚起
赤信号（本システム対応

信号）の交差点に近づいて
もアクセルペダルを踏み続
けるなど、ドライバーが赤
信号を見落としている可能
性がある場合に、注意喚起

信号待ち発進準備案内
赤信号（本システム対応

信号）で停車したとき、赤
信号の待ち時間の目安を表
示

右折時注意喚起
交差点（本システム対応

信号）で右折待ち停車時に、
対向車線の直進車や、右折
先に歩行者がいるにもかか
わらず、ドライバーが発進
しようとするなど、見落と
しの可能性がある場合に、
注意喚起

※本ページのイメージ図、説明などはトヨタ社ホームページに掲載されているものを再構成・簡素化等したもの

2015年9月30日、トヨタ自動車が760MHz帯を利用した車車間通信システム及び路車間通信システムに
対応した車の販売開始を発表。ITS専用周波数を利用した車車間通信の実用化は世界初（世界初のV2X）。

（交差点に設置されたレーザー車両検知機の情報を取得して実現）



6Connected Car社会の実現に必要な通信

④エージェント分野
（ドライバーサポートサービス群）

緊急通報、ロードアシスタント、
コンシェルジュサービス

①セーフティ分野
（運転サポートサービス群）

安全運転支援、自動運転支援、ドライバモニター、
最適交通流実現

②カーライフサポート分野
（データ駆動型サービス群）

車輌管理、運行管理、自動車保険、ライドシェア、
カーシェア、決済、地域見守り

③インフォテインメント分野
（エンタメ的サービス群）

動画等エンタメサービス、仮想同乗VR

通信要件：狭域通信
（高信頼性・直接通信）
（各種V2X通信等）

 それぞれのサービスにおける通信に必要な要件を踏まえ、各分野ごとにどのような通信が必要になる
かを整理すると以下のとおり。

【無線通信システムの役割分担】
スポット通信： 特定の場所において車とサーバーを結ぶ通信
狭域通信 ： 車と車、車とインフラなど、狭い範囲にあるもの同士を結ぶ通信
広域通信 ： 広い範囲において、車とサーバーを結ぶ通信

通信要件：スポット通信
（ETC2.0等）

通信要件：広域通信（常時接続）
（ＬＴＥ，５Ｇ等）

インフラ・車両由来データ活用型

外部リソース活用型

便利・快適系 安全系



7Connected Carの実現イメージ例

無人タクシー

前方車両の視界の共有

快適なエージェントドライブ
仏Valeo社のXtraVue (CEATEC 2018)



総務省の取組



9ITS用無線通信における国際的な周波数の状況
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米国割当済
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Cellular
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FCCパブコメ 2019/12～2020/4

 5.9GHz帯へのV2Xシステムの導入に関する検討が、世界
的に本格化
 中国は、V2Xシステム（C-V2X）の導入が2018年に

決定しており、実運用に向けた動きが加速化中。
 米国は、2019年12月にFCC（連邦通信委員会）が

V2Xシステム（C-V2X）の導入に向けた周波数割当
案について、パブリックコメントを実施。FCCの最
終決定には時間を要する見通し。



10周波数再編アクションプラン(令和２年度改定版・令和２年５月13日公表)

〇第３章 重点的取組 Ⅲ 自動運転社会に向けた取組

自動運転システム（安全運転支援を含む。）の進展・重要性を踏まえ、既存のITS用周波数
帯（760MHz帯等）に加えて、国際的に検討が進められている周波数帯（5.9GHz帯）におい
て、同周波数帯の既存無線システムに配慮しながら、V2X用通信を導入する場合に必要となる
既存無線システムとの周波数共用等の技術的条件について、令和３年度末までに検討を行う。
また、その検討結果を踏まえ、同周波数帯にV2X用通信を導入する場合の周波数共用及び移

行・再編など周波数割当て方針について、令和４年度内を目処に結論を得る。

〇第４章 各周波数区分の再編方針 Ⅶ 5.85～23.6GHz帯具体的な取組 ⑤ 放送事業無線局、
固定衛星業務［5.9GHz 帯］

自動運転システム（安全運転支援を含む。）の進展・重要性を踏まえ、既存のITS用周波数
帯（760MHz帯等）に加えて、国際的に検討が進められている周波数帯（5.9GHz帯）におい
て、同周波数帯の既存無線システムに配慮しながら、V2X用通信を導入する場合に必要となる
既存無線システムとの周波数共用等の技術的条件について、令和３年度末までに検討を行う。

また、その検討結果を踏まえ、同周波数帯へV2X用通信を導入することとなる場合には、既
存無線システムの移行等により必要な周波数帯域幅を確保した上で、令和５年度内を目処に
V2X用通信への周波数割当を行う。



115.9GHz帯V2X用通信システムに関する技術的検討（令和2、令和3）

既存無線システムとの共用可能性に関する技術的検討を行う。

放送業務用（5.9GHz）
ETC / ETC2.0（5.8GHz）

Wi-Fi（5.8GHz、6.0GHz） 衛星通信業務（5.9GHz～）

 今後見込まれる通信トラヒックの急激な増大に対応するため、次世代V2Xシステムの導入に必要な技術試験
（電波関係）を令和２年度から実施。

 具体的には、5.9GHz帯に次世代V2Xシステムを導入した場合の同周波数帯及び隣接周波数帯における既存
システムに与える電波干渉の影響を検証し、導入に係る技術的条件（電波強度や置局に係る制約、干渉回避
技術など）を明確化。

V2X（5.9GHz）
DSRC・C-V2X



12自動運転に必要な通信要件の検討：SIP（R1～R3）

 V2X通信を活用するユースケースについて、令和元年度における検討を経て25ケース策定。

 令和２年度からは、各ユースケースについて760MHz帯のDSRC及び5.9GHz帯のC-V2Xによる通信に求め
られる要求条件を技術的に検討し、高度な自動運転社会の実現に必要な情報通信技術ロードマップ（案）
を策定する。

ユースケース例

■ 自動運転に通信を活用するユースケースについて、
通信に要求される条件（許容遅延時間、所要データ量等）を技術的に整理し、妥当性を検証する。

■ 机上検討やシミュレーションを用い、既存の700MHz高度道路交通システムの対応可否について評価を行う。
■ 自動運転社会の実現に必要な通信の実現時期や自動運転普及率などのロードマップ案を策定する。

ロードマップ（案）の例

5.9GHz帯に係る技術試験事務と併せ、同周波数帯へのV2X通信の技術的な導入可能性を評価。

右折時

本線への合流

・
・
・



13狭域・中域情報の収集・統合・配信に係る研究開発：SIP（R1、R2）

動的・静的な情報の収集・統合・配信の技術に関し、
データフォーマットやプロトコル等のインターフェー
スの共通化に向けた仕様案を策定。

狭域・中域

狭域
(一交差点程度をカバー)

中域
(複数交差点をカバー)

統合
・収集した情報をリアルタイムな
交通状況として統合（狭域）

・複数の狭域ＮＷから得られる
情報を広範囲で統合（中域）

駐車
車両

現実の交通状況

配信
必要な範囲の情報のみを車両
側の情報と共有可能な形式で
情報配信

中域から配信

自律センサで検知

収集
複数の情報源から得られる
動的情報をＮＷ側に収集

狭域から配信 歩行者
端末

車両

情報源

路側
インフラ

狭域
サーバ 自動運転

車両

統
合

配信

狭域
サーバ

統 合

ITS
無線

後付
センサ

専
用
通
信

モ
バ
イ
ル
通
信

路側
処理方式

センタ
処理方式

イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
共
通
化

収集

収集

配信

軽量かつ
安価な処理装置

中域サーバと
同拠点

中域
サーバ

統 合

共
通
化
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス

イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
共
通
化

DSRC
ITS-Connect

WiGig

5G
LTE

 安全で安心な自動運転の実現に向け、外部の動的情報を連続的かつ正しく認知するため、狭域・中域エ
リアに応じた情報の収集/統合/分析を行い、車両に配信する技術の研究開発を実施。



14トラック隊列走行への５Ｇ応用（５Ｇ総合実証・H29～R1）

〇 物流分野においては、トラック運転者不足の問題が顕在化。

〇 一方で、eコマース(電子商取引)の発展等により更なる物流需要の増大が見込まれることから、物流の担い手不足
への対応は喫緊の課題。⇒トラック隊列走行の早期実現が求められている。

５Ｇによる車車間通信

超高速・超低遅延での車車間通信が必要

トラック隊列走行の実証実験を新東名高速道路
において実施（直近では2020年2月に実施）

先頭車両の運転席には、２台目以降のカメラ映像が
５Ｇで低遅延伝送され表示される。

トラック隊列走行の実現により、一層安全かつ効率よく運搬が可能

• 後続車両の安全確認には、先頭車両に対して後続車のカメラ映像の配信が必要

• 効率的な運搬には車間距離の削減が必要なため、先頭車両と連動した後続車両の操作が必要



15総務省の取組 （実証実験：建機の遠隔操作への５Ｇ応用）

遠隔施工に必要な2K映像
(カメラ10台)を同時配信

• 適切な周囲認識のため高精細な映像が必要

• 安全確保のため低遅延による操作が必要

5Gによる遠隔操作

超高速・超低遅延での通信が必要

建設重機の遠隔操作を大阪府茨木市において実施
（2019年２月）

 被災地は土砂崩れによる道路等の早期復旧が望まれるが、被災直後は立入りが困難な場所も存在。

 こうした場所では復旧に時間を要し、また、復旧に従事する工事関係者の安全確保に課題がある。

⇒ 建設重機の遠隔操作の早期実現が求められている

超高速・超低遅延の通信により伝送された、建機に
設置したカメラ映像を見ながら遠隔操作を実施



16V2X海外展開（周波数の国際協調利用促進事業・H30～）

通信機を搭載した
緊急車両の接近

交通掲示板へ
接近情報を伝達 緊急車両の接近を

動画で知らせる

渋滞による救急車等の緊急車両の到着遅れの防止

通信機を搭載した
交通掲示板

【実施場所】インド共和国グジャラート州アーメダバード市 【実証デモ】令和２年１月17日
【課題】病院に通ずる道路の渋滞により、救急車等の到着に遅れが発生

【実証内容】緊急車両の接近情報を通信で伝達し、交通掲示板に表示することで、周辺車両の車線変更を促す。

実際の写真

デモを視察するアーメダバード市の
Commissioner

 インド・フィリピン・台湾における動作検証（平成30年度）、導入効果検証（令和元年度）の結果を踏ま
え、高度道路交通システムの導入に向けた総合的な実用化検証を行う。また、当該システムの導入に向けた
働きかけを行う。その成果を基に、他のアジア地域へ展開を目指す。

インドでの実証



御清聴ありがとうございました


